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 中学校・高等学校の外国語科はかねてから 4 技能を総合的に育成し，統合的に活用できるコミュニ


































徴や具体例について，“Mari flies to the 

















 本研究では，村山（2007），田中・島田・紺渡（2011）を参考に 4 種類の発問を取り入れた発問計画を
作成し，田中（2009）に応じて 4 つの段階に分類した（表 2）。 
(1) 導入の段階では，まず単元の評価発問










している。評価発問“What do you want to 





発問“What is Career Day?”を提示し，実習
校の昨年度の職場体験の取り組みを紹
表 1 発問の 3 タイプ 
図 1 リーディング指導の段階と発問の関係性（田中，2009 を参考に作成） 
表 2 Unit3 Career Day の発問計画 




(2) 理解の段階では，事実発問“Why does Deepa get tired?”や“What does she/he want to be in the future?”な
どを提示して，教科書の内容理解を促す。全体での教科書の内容確認を通して，次ぐ推論発問，評
価発問に対する言語活動への準備を促す。 
(3) 思考の段階では，推論発問“What is Alex going to do to be a journalist? Why?”や“What does Kota think 































“What do you want to be?”に基づいて作成した。このね
らいは，生徒が見慣れたスキットで会話練習に取り組
むことが可能になる，そして帯活動の延長線上に単元
表 3 表現意欲を高めるポイント（田中・田中，2003） 











































表 4 質問紙調査の回答（事前） 
表 5 質問紙調査の回答（事後） 
表 6 「英語を話すこと」と「帯活動」のクロス集計結果 































次に 4 時目と 8 時目の授業で実施した評価発問“What do you want to be in the future?”に対する発話デー
タの分析について述べる。表 9 に示した通り，会話数と往復数のそれぞれについて，4 時目より 8 時目
が増加していることが分かる（会話数：t (4) = 6.9, p < 0.01**, 往復数：t (4) = 5.5, p < 0.05**）。 
この増加の要因として，帯活動“Let’s talk!”の導入や発問構成の







表 7 質問紙調査の集計結果 
表 8 Let’s talk!の自由記述のカテゴリー分類 











































資料 2 Useful Expressions 
